




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一 砂糖製法蒸気機関 五ツ位 右は、琉球属の内に（奄美大島に）組み
立て、既に製法相開け居り候同様の機関にして、帰朝の上、絵図相送るべ
































































































































































































致すべき事。水軍掛 二人 陸軍掛 二人 右は、陸海兵法を主とし銃隊・
砲隊・水軍の掛引（作戦）等を修業致すべき事。造船掛 二人。器械
掛 二人。測量掛 二人。運用掛 二人。医師 一人。外に、大工 五








































































諸課 一 学頭 町田民部。一 海軍 村橋直衛。一 陸軍大砲 名
越平馬。一 陸軍・築城兼 畠山義成。一 造船 町田清蔵・磯永彦輔。
一 機械学 町田申四郎・東郷愛之進。一 運用測量・機関兼 市来勘十
郎・高見弥一・森金之丞。一 分理・医学兼 中村宗見。一 医学・物産











































































































ラー留学生の他に、「大工 五人 造船方に召し付けられる、金物師 五



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 41巻 1号・第 42巻 2号、2011年 3月・12月・2013年 3月、の続刊において論じ
ることとする。


























































































































２０ 前掲『鹿児島県史料 忠義公史料』第 2巻、1975年、935頁。原文は片仮名文。
２１ 前掲『島津斉彬言行録』、84～85頁。［ ］内は市来四郎による源注。

















































































































４０ 前掲『鹿児島県史料 忠義公史料』第 2巻、939～940頁。前掲『薩藩海軍史』中巻
掲載のものも参考にして調整した。




４３ 慶応元年 12月 7日付中原猶介宛松木弘安書翰、寺島宗則研究会編『寺島宗則関係資
料集』下巻、示人社、1987年、266頁。原文は片仮名文。








































































一 蒸気馬力 三百五十疋。一 長さ 二百二十尺。一 幅 四十二尺。一 鉄板厚
インチ
さ 水平線緊要の処、四吋半、夫より三吋迄。一 樫板厚さ 九吋位。一 円形砲
ポン ド








－１１０－ 日本経大論集 第４３巻 第２号
少は相関はり候間、至当の御改正給ひ候儀は委任致し置き候。左候て、代払ひの儀は、













４８ 前掲文久 3年 11月 1日付石河確太郎文書。「石河確太郎関係文書」。絹川前掲『本邦
綿糸紡績史』第 1巻、146～147頁。
４９ 前掲『鹿児島県史料 忠義公史料』第 2巻、933～935頁。
５０ 同上、933～934頁。
５１ 前掲『大久保利謙歴史著作集』5、265頁。



















































































































































６４ 大石団蔵（祐之）後改名高見弥市（1833天保 4？1835天保 6？1844弘化 1？～1896
かが み の いち
明治 29）は、香美郡野市村（現高知県野市町）の郷士で、文久初めに武市瑞山（1829
文政 12～1865慶応 1／半平太）を領袖にした郷士層による土佐勤王党（坂本龍馬
〈1835天保 6～1867慶応 3〉ら 190余名血盟）に加盟、文久 2年（1862）年 4月 8日、
土佐勤王党の過激な尊攘論と対立する土佐藩参政（仕置役）吉田東洋（1816文化 13～








































































































































































































教条的尊攘激派によって暗殺される。また、長州藩単独攘夷決行（文久 3年 5月 10





















































































































サンダー・ウィリアム・ウィリアムソン Alexander William Williamsonの家に当面下宿
し、ロンドン大学で学ぶことになるのである（犬塚同上『密航留学生たちの明治維新』、
85～89頁参照）。五代才助は、こうした長州藩士留学の顛末について、盟友ともいう





















































































































































久 2年閏 8月 24日付本間郡兵衛宛石河確太郎書翰。酒田市史編纂委員会編『酒田市
ますます














と近江商人－」、福岡経済大学経済研究会『福岡経大論集』第 39巻第 1号、2010年 2
月参照。






































































































































































































































































































－１３２－ 日本経大論集 第４３巻 第２号
明である。また、モンブラン宛覚書で五代がすでに実施していると証言したグラバー
商会及び蘭商兼蘭領事アルベルト・ボードイン Albertus Bauduin（1829文政 12～1890




































































































































































































































































１０４ 吉田清成（1845弘化 2～1891明治 24）のイギリス留学から維新後の経歴は次の通り。
イギリス留学中、慶応 2年（1866）に鮫島尚信とともにアメリカにも遊学、イギリス
国会議員ローレンス・オリファント Laurence Oliphant（1829文政 12～1888明治 21／
イギリス駐日公使オールコック Rutherford Alcock〈1809文化 6～1897明治 30〉に伴
い来日、文久元年〈1861〉に高輪東禅寺で尊攘派浪士の襲撃で負傷しイギリスに帰
国）に随行し、オリファントが傾倒する宗教家・詩人トーマス・レイク・ハリス




























































持米五石四斗 一 銀三枚三十弐匁 市来勘十郎。一 御扶持米三石六斗宛 東郷愛
之進・吉田己二・磯永彦輔。一 右同四石宛 森金之丞・高見弥市。一 同八石
宛 一 金拾両 鮫嶋誠蔵。一 右同六石 一 金六両 田中静洲。一 御扶持
米 中村宗見」と記されている。以上のことから、市来勘十郎は稽古扶持米 5石 4斗
（銀 3枚 32匁）で一等諸生、東郷愛之進・吉田巳二・磯永彦輔は稽古扶持米 3石 6
斗で第三等諸生、森金之丞・高見弥市は稽古扶持米 4石で二等諸生、鮫嶋誠蔵は扶持



























































































































































































































































レイリーの 1871年（明治 4）9月 27日付文部卿宛書翰（特にラトガーズ・カレッジ











































（1842天保 13～1892明治 25／久成）の留学生活は、僅か 1年程であり、留学中断帰
国組中、おそらく最も早く帰国している（松木弘安とともに慶応 2年 3月末にイギリ












































１１５ 名越平馬（1845弘化 2～？）は、留学中断帰国組の一人で、慶応 2年 10月以前に鹿
児島に帰っている。その後の名越の消息を示す史料・資料がほとんどなく、没年も不







































































－１５０－ 日本経大論集 第４３巻 第２号
掲「磯永彦輔渡海万覚留」に載せられている元治 2年正月 19日付の物奉行勤篠原伊
左衛門・物奉行橋口次郎太からの達書、「町田民部 新納刑部 畠山丈之助 町田清
蔵 磯永彦輔 町田申四郎 市来勘十郎 森金之丞 町田猛彦 吉田巳二 高見弥













































































年正月から慶応元年（元治 2年 4月 8日に改元）12月までの約 1年間であることか
ら（本稿注１３９参照）、慶応元年のものであることがわかるのである。したがって、本
間郡兵衛は、慶応元年 7月頃には確実に鹿児島に赴任していたこともわかるのである。
－１５２－ 日本経大論集 第４３巻 第２号
１２３、１２４ （文久 2年）11月 20日付本間郡兵衛宛五十川（平野屋）策之助書翰で、「（大坂
では）石河（確太郎）氏、殊の外、多用には御座候得共……当（11月）廿五日、小
松大夫（家老小松帯刀）従江戸（江戸より）、京着（家老小松帯刀は、故斉彬官位追









































（1821文政 4～1898明治 31）は、水戸学泰斗藤田東湖（1806文化 3～1855安政 2）
たかとう
から、南部藩士・蘭学者大島惣左衛門高任（1826文政 9～1901明治 34／安政 4年 12















想を通した関係が見える。さらに、この文久 2年 11月 20日付書翰の内容は、次の閏
















年）の 2通の本間宛石河書翰と先の 11月 20日付本間宛五十川書翰の内容は、長崎在




































「一 開成所句読師。一 役料米六石。一 金八両。田布施郷士泰助嫡子上野恕兵衛、
右の通り仰せ付けられ、役料米金下し置かれ候条、申し渡すべく候。（元治元年）七
月 摂津（家老喜入摂津高久）」（8頁）とある。句読師上野が教えた開成所英学諸生












































一の文久 4年正月 13日付達文）、左の如し。 長尾幸作・小林六郎・山下蘭渓・上野
そこもと
春洋（景範） 其許共、去る亥十一月中、長崎表伝習中、平戸へ渡海の砌、風破の為、

































































軍伝習所も勝安芳（1823文政 6～1899明治 32）が深く関連している。安政 3年の本
間の長崎行は伊沢の長崎海軍伝習所派遣とも関係していることが推測できるのである
（安政 3年の本間の長崎行は、伊沢の従者としてでもあったかもしれない）。この他、





















































































































































































































































































































































































































































































































































































－１７２－ 日本経大論集 第４３巻 第２号
（五代龍作『五代友厚傳』より）
椅子着席の２人、左は堀孝之、右はライル・ホーム。中央は五代才助。
五代・堀は、早期帰国予定のため、洋装だが断髪せず総髪にしている。
新納刑部
（絹川太一『本邦綿糸紡績史』第１巻より）
渡航の頃と思われる。新納刑部は、早期帰国予定であったが、この写真
では断髪とも総髪とも見える。
薩摩藩留学生イギリス派遣に関する石河確太郎上申書の解析 －１７３－
